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歳 入
27億7,800万円

歳 出
27億7,800万円

一般会計当初予算

目的別歳出の状況

性質別歳出の状況

前年度比　6.6％増（1億7,200万円）

平成　   年度26

27億7,800万円

農林水産業費 13.0%

3億6,162万4千円

商工費　11.2%

3億1,222万9千円

土木費　9.5%

2億6,313万3千円

公債費　12.5%

3億4,816万5千円

民生費　18.7%

5億1,934万8千円

教育費　6.1%
1億6,827万7千円

消防費　0.9%
2,629万6千円

災害復旧費 1.4%
3,889万9千円

議会費　2.0%
5,512万円

衛生費　5.7%
1億5,738万6千円

予備費　0.4%
1,039万9千円

総務費　18.6%

5億1,712万4千円 地方交付税
　　37.8％

10億5,000万円

繰入金
18.7％

5億1,861万1千円

町債
20.6％

5億7,150万円

人件費
16.8％
4億6,642万9千円

公債費
12.5％

3億4,816万5千円

物件費
18.1％

5億307万4千円

扶助費
     8.2％

普通建設事業費
14.1％

3億9,125万7千円

3億749万3千円

国県支出金
11.1％

使用料
分担金及び負担金
諸収入
財産収入
繰越金
手数料
寄付金

4,512万2千円
3,532万7千円
1,883万9千円
1,867万7千円
1,106万6千円

220万1千円
36万5千円

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金

4,000万円
1,500万円

450万円
40万円
30万円
5万円
5万円
5万円

2.1％

4.7％

町 税　5.0％

1億3,844万9千円

固定資産税
町民税
軽自動車税
町たばこ税
入湯税

8,323万8千円
4,377万6千円
586万5千円
385万円　　
172万円　　

〔内訳〕

義務的経

費
　3

7
.5

％

％0.74
　

費
経

の
他

の

そ

依

存
財
源

自
主

財
源

28.4
％

災害復旧事業費  1.4％

3,889万9千円

2億2,770万7千円2億2,770万7千円

繰出金 7.1％繰出金 7.1％
1億9,725万8千円

補助費等
9.1％

2億5,564万3千円

12.6％

投資的経費
15.5％

71.6％

積立金
維持補修費
投資及び出資貸付金
予備費

4,223万6千円
2,986万7千円

2億6,833万1千円
913万4千円
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特　別　会　計

主な事業
（単位：千円）

（単位：千円）

一  般  会  計一  般  会  計

　平成26年度一般会計当初予算は、27億7,800万円で、前年度と対比しますと、1億7,200万円（6.6％）の増
額となっています。主な要因は番号制度導入支援事業、地域おこし協力隊、第３セクター出資金などの増額
によるものです。
　歳入については、地方交付税は前年度と同額で10億5,000万円を計上、財政調整基金繰入金は前年度より
2,800万円多い、4億8,200万円を計上しています。
　地方債は、第３セクター出資金、町営住宅整備事業、空き家活用整備事業、農林産業施設（椎茸画像自動
選別機）設備導入事業などの増加により、前年度より2億5,230万円多い、5億7,150万円を計上しています。
　歳出については、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が10億4,230万1千円で、前年度比1.7％の減です。
　また、投資的経費は、4億3,015万6千円で、前年度比13.3％の減額となっています。
　その他の経費は、13億554万3千円で、前年度比24.4％の大幅な増額となっております。これは投資及び出
資貸付金の増加が大きな要因となっています。

議場音響設備整備

財務諸表作成業務委託料

番号制度導入支援事業

町制60周年記念誌作成

上勝公民館解体工事

電源立地地域対策交付金事業

地域集会所修繕補助金

交通安全対策工事

上勝の魅力発信

Ｕストリーム上勝ＴＶ放映

上勝アート里山の彩生研究会事業

集落支援員

地域おこし協力隊

起業人材確保育成支援事業

空き家活用事業

上勝町美しい集落再生プラン支援補助金

「いっきゅうと彩の里・かみかつ」魅力発信支援事業補助金

代替バス運行業務委託料

児童等転入支度金事業交付金

人材育成補助金

農業委員会一般選挙

一般廃棄物運搬支援費

重度在宅者住宅改造補助金

高齢者住宅改造補助金

乳幼児等医療費

児童手当費

保育所運営費

放課後児童健全育成事業委託料

母子保健事業費

健康増進事業費

本年度予算額 前年度予算額
 比　　較特　別　会　計　名

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

上 勝 診 療 所

福 原 診 療 所

東 簡 易 水 道

西 簡 易 水 道

いっきゅう簡易水道

奨 学 資 金

後 期 高 齢 者 医 療

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

計

270,000

359,169

110,463

27,792

33,840

16,000

15,000

3,601

44,319

800

800

881,784

230,000

349,706

104,095

27,131

32,192

16,500

15,200

2,401

40,653

800

800

819,478

40,000

9,463

6,368

661

1,648

△ 500

△ 200

1,200

3,666

0

0

62,306

6,000

3,570

24,514

4,320

8,208

4,500

600

1,100

300

600

3,531

9,583

31,840

16,468

12,900

6,000

4,000

25,244

900

12,150

2,378

668

600

1,200

5,460

20,835

59,580

6,702

1,991

6,874

ごみ処理業務委託料

小松島市外三町村衛生組合負担金

合併処理浄化槽設置補助金

リサイクル資源運搬手数料

ふるさと水と土保全事業補助金

彩農業等育成事業補助金

香酸柑橘生産振興事業補助金

新規就農総合支援給付金

中山間地域等直接支払事業

月ヶ谷温泉交流施設設備更新事業

東部広域農道整備事業負担金

槻地地区簡易給水施設整備事業基本設計業務

集落センター屋根修繕工事

国土調査事業費

農林産業施設設備導入事業

有害鳥獣買上金

上勝町鳥獣害防止対策協議会負担金

間伐実施事業補助金

間伐材等搬出補助金

森林基盤整備事業（林道開設）

県単治山事業

JA東とくしま福原事業所改修・土地購入費

上勝町雇用推進事業補助金

上勝バイオ出資金

町営住宅建設事業

防災計画改定業務

旭へき地集会室土地購入費

スクールバス運行業務委託料

上勝中学校 校舎・体育館バリアフリー工事

文化的景観保護推進事業

8,672

35,413

2,868

2,010

500

1,500

500

18,000

25,862

12,600

5,000

648

3,284

42,306

24,000

20,000

3,272

1,400

3,600

60,102

10,170

8,600

30,000

260,000

44,800

1,502

10,000

15,155

6,502

4,580
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市
町
村
合
併
、
行
政
改
革
、
地
方
分
権
、
行
政
評
価
、
重
要
施
策
の
総
合
調
整
、
訴
訟
、
渉
外
事
務
、
職
員
の
任
用
、
町
村
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

服
務
及
び
賞
罰
、
職
員
団
体
、
人
材
育
成
計
画
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

敷
地
料
、
消
防
防
災
、
防
犯
、
防
災
行
政
無
線
、
高
度
情
報
化
施
策
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等
保
守
管
理
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

儀
式
、
表
彰
、
公
印
の
官
守
、
職
員
の
健
康
管
理
、
職
員
研
修
、
職
員
の
給
与
、
共
済
及
び
公
務
災
害
補
償
、
公
平
委
員
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

総
合
賠
償
補
償
保
険
、
臨
時
職
員
雇
用
・
契
約
、
そ
の
他
行
政
事
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

議
会
招
集
・
議
案
、
条
例
規
則
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、
公
示
、
指
定
管
理
、
名
総
代
会
、
文
書
の
整
理
保
存
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
土
利
用
計
画
、
統
計
調
査
、
番
号
制
度
導
入
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

財
政
総
合
調
整
、
町
の
予
算
・
決
算
、
交
付
税
・
譲
与
税
、
地
方
債
、
財
政
状
況
調
査
︵
決
算
統
計
︶、
辺
地
総
合
整
備
計
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
、
自
治
法
報
告
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

選
挙
、
業
者
指
名
願
、
物
品
及
び
備
品
の
管
理
、
公
有
財
産
及
び
施
設
の
管
理
、
交
通
安
全
、
公
用
自
動
車
、
庶
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

印
刷
、
文
書
収
受
発
送
、
庁
内
外
の
用
務
及
び
環
境
美
化
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

人
権
擁
護
、
行
政
相
談
、
小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
、
行
路
病
人
・
行
路
死
亡
人
、
社
会
福
祉
協
議
会
指
導
、
診
療
所
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

弔
慰
金
、
災
害
救
助
、
生
活
保
護
、
介
護
保
険
認
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

介
護
保
険
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

在
宅
福
祉
、
老
人
ホ
ー
ム
措
置
、
民
生
・
児
童
委
員
、
介
護
予
防
活
動
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、
学
童
保
育
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

高
齢
者
の
安
心
安
全
見
守
り
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

後
期
高
齢
者
医
療
、
障
害
者
福
祉
、
老
人
医
療
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

住
基
、
戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
身
分
証
明
、
中
長
期
在
留
事
務
、
墓
地
及
び
埋
火
葬
の
許
可
、
国
民
健
康
保
険
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
民
年
金
、
児
童
福
祉
、
母
子
福
祉
、
青
少
年
健
全
育
成
、
男
女
共
同
参
画
、
乳
幼
児
医
療
、
同
和
事
業
、
児
童
手
当
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

重
度
心
身
障
害
者
医
療
、
救
急
業
務
・
患
者
輸
送
、
し
尿
処
理
、
合
併
浄
化
槽
整
備
、
犬
の
登
録
・
注
射
、
誕
生
証
書
・
祝
金
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

特
定
健
診
、
保
健
指
導
、
精
神
保
健
、
健
康
づ
く
り
、
保
健
計
画
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

母
子
保
健
、
保
育
所
・
学
校
保
健
と
の
連
携
、
予
防
接
種
、
感
染
予
防
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

保
健
師
補
助
︵
五
月
三
十
一
日
ま
で
︶　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

診
療
所
業
務
の
総
括
、
外
来
、
救
急
患
者
の
診
療
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

予
算
、
決
算
、
土
地
・
建
物
の
維
持
管
理
、
物
品
・
機
器
の
購
入
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
の
総
括
、
勤
務
表
の
調
整
、
在
宅
看
護
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
、
月
例
行
事
の
調
整
、
学
校
保
健
関
係
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
、
医
薬
品
︵
災
害
医
薬
品
を
含
む
︶
の
管
理
及
び
保
管
、
健
祥
会
関
係
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

理
学
療
法
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

受
付
業
務
、
診
療
報
酬
請
求
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

診
療
所
業
務
の
総
括
、
外
来
、
救
急
患
者
の
診
療
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

予
算
、
決
算
、
土
地
・
建
物
の
維
持
管
理
、
物
品
・
機
器
の
購
入
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
の
管
理
、
医
薬
品
の
管
理
及
び
保
管
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

看
護
師
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

受
付
業
務
、
診
療
報
酬
請
求
業
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

平成26年５月１日現在の行政機構と事務分掌です。

課
　
名

事
　
　
務
　
　
分
　
　
掌

担 

当 

者 

氏 

名

町　長　花 本 　 靖

副町長　森 　 周 一

上
勝
町
診
療
所 

 

所
長
　
木 

下 

英 

孝

上
勝
町
福
原
診
療
所

 

所
長
　
木 

下 

英 

孝
︵
兼
︶

総
務
課

課
長横 

山 

武 

志

税
務
課 

課
長傍 

示 

佳 

孝

住
民
課 

参
事
兼
課
長

桑 

原 

波 

枝

出
納
室

会
計
管
理
者

兼
出
納
室
長

細 

束 

仁 

美

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

細

束

仁

美

主

　

　

事

山

田

　

翠

課

長

傍

示

佳

孝

課

長

補

佐

高

橋

暁

美

主

事

補

松

満

芳

典

主

事

補

浅

野

　

豪

臨

時

職

員

青
木
有
紀
子

伝
票
審
査
︵
全
般
︶、
各
種
支
払
関
係
、
各
種
基
金
等
の
保
管
、
決
算
、
指
定
金
融
機
関
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

日
報
及
び
月
報
の
作
成
、
伝
票
審
査
、
例
月
出
納
検
査
、
決
算
監
査
、
使
用
料
金
の
回
収
、
代
替
バ
ス
回
数
券
、
生
活
保
護
費
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

税
政
及
び
国
保
全
般
、
法
人
町
民
税
、
入
湯
税
、
た
ば
こ
税
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
予
算
・
決
算
、
広
報
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

各
種
税
目
収
納
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

固
定
資
産
税
、
償
却
資
産
、
固
定
資
産
の
評
価
、
徴
収
事
務
、
納
税
相
談
、
滞
納
整
理
機
構
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

国
保
予
算
決
算
、
国
保
各
種
業
務
、
国
保
給
付
異
動
、
高
額
療
養
費
貸
付
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、
国
保
第
三
者
行
為
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

特
定
健
診
・
疾
病
予
防
、
レ
セ
プ
ト
点
検
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

税
務
課
事
務
補
助
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

事
務
長︵
嘱
託
員
︶

島 

田 

洋 

美
　
　

 

事
務
長︵
嘱
託
員
︶

島 

田 

洋 

美
︵
兼)

所

長

木

下

英

孝

事
務
長
︵
嘱
託
員
︶

島

田

洋

美

看

護

師

長

柳

谷

明

子

看

護

師

岸

本

千

晴

看

護

師

金

児

由

華

理
学
療
法
士

武

市

佳

代

臨

時

職

員

新

開

愛

子

花
本
真
由
美

・

(兼) (兼)

看

護

師

岸

本

千

晴

臨

時

職

員

花
本
真
由
美

新

開

愛

子

・

(兼)

看

護

師

金

児

由

華

(兼)

所

長

木

下

英

孝

(兼)

事
務
長
︵
嘱
託
員
︶

島

田

洋

美

(兼)

看

護

師

長

柳

谷

明

子

(兼)

課

長

横

山

武

志

課

長

補

佐

久

保

昌

弘

課

長

補

佐

新

田

秀

子

行

政

係

長

松

岡

秀

美

事

務

主

任

長

木

孝

浩

主

事

補

田

村

真

一

主

事

補

緒

方

温

望

用

務

員

阿

部

順

子
︵
新
採
︶

参
事
兼
課
長

桑

原

波

枝

主

幹

峯

下

恭

次

課

長

補

佐

中

岡

卓

也

課

長

補

佐

中

尾

陽

子

事

務

主

任

三

原

知

美

主

事

補

武
市
あ
ゆ
み

保

健

師

補

西

　

麻

衣

保

健

師

補

立

川

拓

也

臨
時
保
健
師

阪

野

英

子
︵
新
採
︶

︵
新
採
︶

4



議　会

教
育
委
員
会
の
会
議
、
教
育
機
関
職
員
の
任
免
・
分
限
・
懲
戒
、
学
級
編
成
、
学
校
給
食
、
教
育
振
興
計
画
、
郡
・
町
校
長
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

公
印
の
管
理
、
人
事
給
与
、
請
願
、
陳
情
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

若
者
定
住
促
進
、
教
育
予
算
、
学
校
教
育
施
設
維
持
管
理
、
奨
学
資
金
、
通
学
・
代
替
バ
ス
、
国
際
交
流
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

教
員
住
宅
、
叙
位
・
叙
勲
、
学
校
安
全
、
高
公
検
討
、
教
育
関
係
条
例
・
規
則
の
制
定
・
改
廃
、
教
育
委
員
会
評
価
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

体
育
協
会
、
通
学
・
代
替
バ
ス
の
運
行
、
郡
陸
協
、
社
会
体
育
振
興
、
文
化
振
興
、
社
会
教
育
財
産
の
維
持
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

学
校
施
設
台
帳
、
教
育
施
設
工
事
等
、
自
然
教
育
セ
ン
タ
ー
、
徳
島
東
部
地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
施
設
使
用
料
徴
収
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

景
観
計
画
、
重
要
文
化
的
景
観
推
進
、
文
化
的
景
観
保
護
、
社
会
教
育
関
係
調
査
・
統
計
、
読
書
振
興
、
文
化
財
保
護
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

成
人
式
、
町
人
権
教
育
推
進
協
、
英
会
話
教
室
、
就
学
前
教
育
、
生
涯
学
習
補
助
金
、
社
会
教
育
関
係
庶
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

教
科
書
、
学
校
保
健
、
教
育
調
査
等
、
児
童
生
徒
の
就
学
援
助
及
び
育
英
、
特
別
支
援
教
育
、
学
校
教
育
関
係
各
種
契
約
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

学
齢
簿
、
学
校
医
、
学
校
食
育
推
進
委
員
会
、
就
学
時
検
診
、
伝
票
処
理
、
物
品
管
理
、
文
書
事
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

高
齢
者
教
室
、
魅
力
あ
る
若
者
生
活
モ
デ
ル
事
業
、
人
権
教
育
、
青
年
関
係
団
体
指
導
育
成
、
公
民
館
連
絡
協
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

課
の
総
括
、
予
算
、
公
共
施
設
跡
地
利
用
計
画
、
公
共
用
地
の
確
保
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

基
本
構
想
及
び
振
興
計
画
、
新
規
事
業
の
企
画
・
調
査
、
移
住
・
交
流
︵
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
受
入
含
む
︶、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

起
業
人
材
確
保
育
成
、
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
推
進
事
業
、
上
勝
町
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
企
画
・
ま
ち
づ
く
り

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

１
Ｑ
運
動
会
、
１
Ｑ
塾
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
発
信
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

自
治
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
公
害
防
止
、
産
業
廃
棄
物
、
消
費
者
行
政
、
そ
の
他
環
境
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金
︵
人
材
育
成
事
業
︶、
上
勝
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
広
報
広
聴
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

徳
大
上
勝
学
舎
、
構
造
改
革
・
総
合
特
区
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
計
画
、
ご
み
処
理
計
画
、
ご
み
収
集
、
環
境
施
設
の
管
理
、
環
境
保
全
及
び
教
育
、
四
国
の
み
ち
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

文
書
・
伝
票
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

集
落
再
生
支
援
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

支
所
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

文
書
の
収
受
、
伝
票
処
理
、
戸
籍
及
び
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
受
付
処
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

住
民
異
動
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明
書
の
発
行
、
町
税
等
の
代
収
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⋯
⋯
⋯

各
課
関
係
申
請
等
受
付
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⋯
⋯
⋯

課
の
総
括
、
予
算
、
農
林
産
業
等
施
設
、
旧
Ｊ
Ａ
福
原
事
業
所
対
応
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
業
委
員
会
︵
農
業
者
年
金
含
む
︶、
上
勝
町
雇
用
推
進
事
業
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
農
業
の
担
い
手
確
保
育
成
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
用
地
利
用
集
積
、
経
営
強
化
基
盤
促
進
、
商
工
業
の
振
興
、
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
業
振
興
地
域
整
備
、
戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定
推
進
事
業
︵
人
・
農
地
プ
ラ
ン
含
む
︶、
経
営
構
造
対
策
、
山
振
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
、
農
業
の
振
興
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
、
森
林
施
業
計
画
認
定
、
林
産
物
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
飛
躍
事
業
、
森
林
組
合
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

森
林
整
備
担
い
手
対
策
、
林
業
技
術
普
及
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
林
業
振
興
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

有
害
鳥
獣
及
び
狩
猟
、
森
と
み
ど
り
の
会
、
と
く
し
ま
豊
か
な
森
づ
く
り
事
業
、
視
察
対
応
、
労
働
力
、
資
金
、
文
書
・
伝
票
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

生
産
調
整
・
食
糧
管
理
、
農
業
改
良
普
及
、
県
単
農
業
振
興
、
畜
産
、
有
機
農
業
推
進
、
農
産
物
加
工
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

ふ
る
さ
と
水
と
土
地
の
保
全
、
観
光
振
興
、
物
産
宣
伝
及
び
斡
旋
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

第
三
セ
ク
タ
ー
全
般
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

小
・
中
学
校

事務分掌一覧事務分掌一覧教育長　柏 木 俊 美

産
業
課

課
長山 

田 

三 

郎

企
画
環
境
課

参
事
兼
課
長

桑 

原 

定 

夫

建
設
課

課
長中 

原 

雅 

和

用

務

員

谷

崎

香

里

臨
時
用
務
員

大
久
保
あ
や

社

長

横

石

知

二

㈱
い
ろ
ど
り
へ
退
職
派
遣

派
遣
期
間
　
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

支

所

長

吉

積

　

忍

事

務

主

任

長

木

純

枝

支
所
長
補
佐

笹

尾

高

七

支

所

係

長

石

木

由

雄

(兼) (兼)(兼)

事

務

局

長

井

本

直

幸

主

事

山

田

　

翠

用

務

員

阿

部

順

子

(兼)(兼)

教

育

長

柏

木

俊

美

事

務

局

長

吉

積

　

忍

局

長

補

佐

笹

尾

高

七

係

長

石

木

由

雄

事

務

主

任

長

木

純

枝

嘱

託

員

瀬

戸

邦

夫

(兼)

支 

所

支
所
長

吉 

積 　

 

忍

議
会
事
務
局

事
務
局
長

井 

本 

直 

幸

教
育
委
員
会

事
務
局
長

吉 

積 　

 

忍

参
事
兼
課
長

桑

原

定

夫

主

幹

多

田

光

利

事

務

主

任

久

米

繁

樹

課

長

補

佐

清

井

信

子

主

事

新
居
真
季
子

嘱
託
員
・
専
任
集
落
支
援
員

田

上

禎

祥

平

岡

友

一

・

課
の
総
括
、
県
道
改
良
及
び
維
持
補
修
、
県
単
・
維
持
・
特
殊
改
良
工
事
、
工
事
検
査
、
土
木
地
す
べ
り
・
砂
防
工
事
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

県
道
・
県
河
川
の
災
害
復
旧
事
業
、
地
籍
調
査
事
業
検
査
、
一
般
及
び
特
別
会
計
予
算
・
決
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

東
部
広
域
農
道
、
耕
地
地
す
べ
り
対
策
、
水
利
権
の
取
得
、
公
共
用
地
の
取
得
及
び
敷
地
造
成
、
簡
易
水
道
の
維
持
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

上
水
道
の
新
規
計
画
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

福
原
地
区
地
積
調
査
、
地
籍
調
査
成
果
数
値
情
報
化
、
森
林
境
界
の
明
確
化
事
業
、
国
有
地
・
県
有
地
払
い
下
げ
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

入
札
及
び
契
約
、
特
別
会
計
処
理
、
住
宅
使
用
料
・
水
道
料
金
の
徴
収
、
伝
票
・
文
書
処
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

境
界
杭
設
置
事
業
、
四
等
三
角
点
設
置
、
藤
川
・
旭
地
区
の
地
籍
調
査
、
法
務
局
と
の
連
絡
調
整
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

町
道
新
設
・
改
良
事
業
︵
社
会
資
本
整
備
︶、
残
土
処
理
場
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

公
共
施
設
建
築
・
補
修
、
公
営
住
宅
維
持
管
理
、
単
独
住
宅
建
設
、
農
業
農
村
整
備
、
非
補
助
・
県
単
土
地
改
良
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
、
農
道
台
帳
管
理
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

河
川
管
理
・
台
帳
、
町
道
認
定
・
台
帳
の
整
備
、
公
共
土
木
災
害
復
旧
、
町
道
の
維
持
・
修
路
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

登
記
事
務
、
町
道
の
維
持
修
路
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

電
源
立
地
地
域
対
策
、
県
単
急
傾
斜
崩
壊
対
策
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

林
道
・
作
業
道
開
設
及
び
維
持
管
理
・
台
帳
管
理
、
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
、
広
域
基
幹
林
道
、
治
山
事
業
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

町
道
等
維
持
・
修
路
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

議
会
事
務
、
監
査
、
福
原
及
び
高
鉾
財
産
区
管
理
会
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

伝
票
事
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

議
会
用
務
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

小
学
校
用
務
員
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

中
学
校
用
務
員
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

農
業
振
興
係
長

佐
々
木
紀
之

林
業
振
興
係
長

泉

原

英

和

主

事

後

藤

和

訓

主

事

補

森

積

昭

仁

臨

時

職

員

田

中

勇

次

課

長

山

田

三

郎

課

長

補

佐

新

開

晴

美

課

長

中

原

雅

和

主

幹

吉

積

弘

成

事

務

主

任

清

田

祐

志

主

事

佐
々
木
ゆ
か
り

主

事

横

田

正

和

主

事

西

　

利

明

主

事

補

斎

藤

吾

郎

嘱

託

員

立

石

正

和

嘱

託

員

佐
々
木
義
浩

主

事

補

長

岡

裕

人

臨

時

職

員

山

田

淳

也

臨

時

職

員

武

市

頼

治
︵
新
採
︶
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彩保育園
28名

上勝中学校
８名

上勝小学校
８名

満100歳満100歳満100歳

四
月
二
十
一
日
、
長
岡

武
茂
さ
ん
︵
正
木
︶
は
、

め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら

れ
、
入
所
さ
れ
て
い
る
健

祥
会
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
お
い

て
、
ご
親
族
や
関
係
者
多

数
の
方
が
見
守
る
中
、
慶

祝
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
知
事
代
理
東
部

保
健
福
祉
局
榊
局
長
並
び

に
花
本
上
勝
町
長
よ
り
、

祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

長岡武茂さん長岡武茂さん

おめでとうございます！おめでとうございます！

ローソクを元気に吹き消す様子

6

新しい季節が始まりました。
お友達と仲良く、勉強に、運動にがんばってね。

ご入学ご入学ご入学 ご入園おめでとうご入園おめでとうご入園おめでとう



なか
 　せ　
 さや
 　か　

こえみくらいしこまさかわたてみゆたふる

教　頭教　諭

立 川 雅 子

教　諭

古 田 有 美

栄養教諭

青 木 恭 子

教　諭

猪 子 浩 子

主　事

邉 見 由 一

校　長

田 首 俊 彦

教　諭

川 田 哲 生

教　諭

梅 本 千 尋

英語指導助手

スペンサー・ベッツ

指導教諭

石倉美枝子

あお

み ゆう いちへん

き きょう こ

教　諭

中 瀬 彩 花

もり
 　た　
 　あ　
 　き　

助教諭

盛 田 安 希
たけのうち
 まさ
 　よ　

助教諭

竹 内 昌 代
やな
 もと
 こう
 すけ

助教諭

柳 本 晃 佑

校　長

多代かえで

よね
 　だ　
 　ま　
 　き　

教　諭

米 田 満 紀
ふく なが ひろ 　え　

教　諭

福 長 裕 江
ばん
 どう
 ゆう
 いち

教　諭

坂 東 裕 一
たて
いし
　な　
　つ　
　み　

養護教諭

立石菜津美

　や　
 　の　
 のり
 ひろ

教　頭

矢 野 典 浩

かわ
 　の　
 たか
 ひろ

教　諭

川 野 貴 寛

いわ
 　た　
 　ゆ　
 　み　

養護教諭

岩 田 由 美

主　事

林 　 真 実

た くび とし ひこ

尾 川 和 人
お かわ かず ひと

こひろこいのおてつたかわ

へいりょうおかくり みまはやし ひろちもとうめ

しろた

よし
 はら
 とも
 あき

教　諭

原 智 映

ささ
 の
 　
 ひろし

助教諭

笹 野 　 潤

はし
 ぐち
 　ゆ　
 　か　

教　諭

橋 口 由 佳

支援員

栗 岡 良 平

たけいち

住民課

武市あゆみ
　お　
 がた
 あつ
 　み　

総務課

緒 方 温 望
たて
 かわ
 たく
 　や　

住民課

立 川 拓 也
なが
 おか
 ゆう
 　と　

建設課

長 岡 裕 人

小 

学 

校

中 

学 
校

町 

役 

場

新
規
採
用
職
員

7

いっきゅうと彩の里へいっきゅうと彩の里へいっきゅうと彩の里へようこそようこそようこそ



新
役
員
体
制
の

お
知
ら
せ

上
勝
町

消
防
団

上勝町診療所で経鼻胃カメラ検

査を受けられるようになりました。

これまでの半分ほどの細さで、

苦痛は少なく、鼻からの検査では

舌根部を通らないので、吐き気を

ほとんど感じずに検査を受けられ

ます。胃の具合が気になる方は、

ぜひ、上勝町診療所にご相談くだ

さい。　　　　　　上勝町診療所

永
年
、
消
防
団
長
を
務
め
ら
れ
た

金
石
精
一
氏
が
、
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
勇
退
さ
れ
、
四
月
一
日
付
け

で
西
利
一
氏(

前
副
団
長)
が
新
団
長

に
就
任
し
、
副
団
長
の
後
任
に
柳
瀬

武
志
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

金
石
前
団
長
は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
消
防
活
動
に
携
わ
り
、
住
民
の
生

命
財
産
を
守
る
上
勝
町
消
防
団
の
ト

ッ
プ
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
ほ

か
、
徳
島
県
消
防
協
会
理
事
及
び
勝

浦
地
方
分
会
の
会
長
等
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
町
内
外
で
活
躍
さ
れ
た
一
方

で
、
防
災
の
普
及
啓
発
、
防
犯
の
推

進
な
ど
に
も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。西

団
長
以
下
新
し
い
体
制
で
引
き

続
き
消
防
団
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以
降
の

新
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○

上
勝
町
消
防
団
　
　
︵
敬
称
略
︶

本
　
　
団

団
　
長

西 　

 

利 

一

本
　
　
団

副
団
長

西 

峰 

勝 

義

本
　
　
団

副
団
長

安 

井 

勢 

治

本
　
　
団

副
団
長

柳 

瀬 

武 

志

福
川
分
団

分
団
長

谷 

口 

哲 

也

藤
川
分
団

分
団
長

大 

西 

康 

夫

傍
示
分
団

分
団
長

 

浦 

賢 

治

福
原
分
団

分
団
長

川 

端 

雅 

仁

生
実
分
団

分
団
長

重 
岡 

孝 

俊

旭

分

団

分
団
長

青 
木 

智 

秀

総
　
務
　
課

経鼻胃カメラ導入！

人権擁護委員の
委嘱について

関 祥 子 氏  徳島協議会 上勝町

・任期　平成26年４月１日
　　　　　〜29年３月31日

住　民　課

　５万円以上のふるさと納税をされた方に、

地元特産品詰め合わせを贈呈します。

ふるさと納税の状況について

企画環境課

寄付に対する御礼

基金の種類 件数 目　　　　　　　的

人材確保育成事業及び彩農業等の振興

ゼロ・ウェイスト関連事業の推進

教育の振興

高齢者の生きがいと健康の保持増進等，老人福祉に関する事業の推進

まちづくりの推進

４件

１件

３件

２件

１件

ふるさと創生夢基金

ごみゼロ推進基金

教 育 振 興 基 金

高齢者福祉推進基金

そ の 他

　「上勝町を応援したい」と思っている方からの寄附金を随時募集しています。ふるさと納税

は、寄附をすることで所得税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除を受けることがで

きます。上勝町のホームページでも、ふるさと納税の

仕組みや寄附金の使いみちなどについて紹介しており、

寄附金申込書のダウンロードを行うことができます。

　平成25年4月1日から平成26年3月31日現在までのふるさと納税の状況をご報告させていた

だきますとともに、あらためてお礼申し上げます。

寄附総額 1,700,000円
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協力隊協力隊おこし地 域 活動報告

本
町
は
、
平
成
二
十
六
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
地
域
の
一
員

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。谷 　

 

健 

太

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
﹁
安
産
き
う

い
﹂
。
四
月
は
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。
﹁
安
産
き
う
い
﹂

の
取
組
が
、
四
国
放
送
﹁
フ
ォ
ー

カ
ス
徳
島
﹂
や
テ
レ
ビ
ト
ク
シ
マ

﹁
ら
ぶ
！
ら
ぶ
！
徳
島
﹂
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
﹁
フ
ォ
ー

カ
ス
徳
島
﹂
の
内
容
は
、
同
じ
日

本
テ
レ
ビ
系
列
の
香
川
県
、
岡
山

県
、
広
島
県
、
山
口
県
の
放
送
局

で
も
放
送
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

認
知
が
広
ま
り
、
出
荷
累
計
が
百

ケ
ー
ス
を
超
え
る
な
ど
の
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
以

外
で
も
、
四
月
よ
り
上
勝
町
消
防

団
藤
川
分
団
に
入
団
や
上
勝
町
内

の
野
球
チ
ー
ム
で
あ
る
﹁
上
勝
ダ

イ
ナ
マ
イ
ツ
﹂
の
練
習
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
消

防
活
動
で
は
ま
ず
、
機
械
の
使
い

方
を
先
輩
方
に
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
て
い
く

こ
と
で
、
町
内
に
ま
た
新
た
な
つ

な
が
り
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
楽

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
昨
年
四
月
よ
り

着
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
上

勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
四
月

末
日
を
も
っ
て
卒
業
し
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
任
期
が
一

年
以
上
三
年
以
内
で
、
そ
の
後
、

定
着
す
る
と
い
う
こ
と
が
目
的
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
着
任
期
間

一
年
一
カ
月
で
す
が
、
今
回
、
縁

あ
っ
て
、
五
月
よ
り
株
式
会
社
い

ろ
ど
り
に
就
職
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
主
な
業
務

内
容
は
、
現
在
、
株
式
会
社
い
ろ

ど
り
が
行
っ
て
い
る
視
察
業
務
に

携
わ
り
ま
す
。
体
制
は
変
わ
り
ま

す
が
、
五
月
以
降
も
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
在
任
中
に
事
業
構
築
し

た
﹁
安
産
き
う
い
﹂
の
事
業
は
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
卒
業
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

野
々
山
　
聡

四
月
四
日
〜
六
日
に
お
い
て
同

志
社
大
学
政
策
学
部
の
学
生
十
八

名
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
サ
ポ

ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

京
都
か
ら
上
勝
町
へ
来
町
い
た
だ

き
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
共
有

で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て

は
、
﹃
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
実
現
す
る
た
め
の
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
﹄
と
い
う
大
変
自
由
度

の
高
い
お
題
の
中
で
、
と
も
す
れ

ば
漠
然
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
に
な
り

が
ち
な
中
、
皆
さ
ん
に
は
ソ
フ
ト

面
、
ハ
ー
ド
面
と
と
て
も
具
体
的

な
内
容
に
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
十
二
月
に
は
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
提
案
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
を
学
生
た
ち
と
一

緒
に
実
現
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

四
月
十
八
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

旅
番
組
﹁
え
か
こ
と
旅
﹂
が
放
映

さ
れ
ま
し
た
。
俳
優
の
蟹
江
一
平

さ
ん
に
私
が
手
紙
を
書
く
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
で
始
ま
り
、
い
っ
き

ゅ
う
茶
屋
や
ヤ
ッ
ホ
ー
体
験
、
月

ヶ
谷
温
泉
、
湯
っ
足
り
神
田
茶
屋

な
ど
の
紹
介
と
と
も
に
、
蟹
江
さ

ん
が
温
泉
か
ら
市
宇
地
区
ま
で
を

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
走
破
す
る
と
い

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
内
容
で
上

勝
町
の
魅
力
を
表
現
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

293番
115・219番

97・301番

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

３月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

5.96t

1.18t増

7kg

1.82t

0.68t増

2.1kg

今月から当選者が２名増加になりました！
　　　　お手元のポイントカードを要チェック! !

当選者は、ひだまりへ。☎44−6080

住
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
　

●

ア
ル
ミ
付
き
紙
パ
ッ
ク
の
分
別
開
始

●

彩
の
シ
ー
ル
台
紙
の
資
源
化
開
始

●

雑
紙
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

る
焼
却
ご
み
中
の
雑
紙
の
削
減

●

ま
だ
使
え
る
粗
大
ご
み
な
ど
の
、
く

る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
持
ち
込
み

事
業
所
の
ご
協
力
に
感
謝

●

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
使
用
済
み
紙

お
し
め
の
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
排

出
事
業
所
が
処
理
開
始

●

シ
ー
ル
台
紙
の
資
源
化
開
始

処
理
業
者
の
ご
協
力
に
感
謝

●

大
型
の
た
め
、
裁
断
な
ど
で
資
源
化

が
難
し
く
、
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
た
、

ふ
と
ん
・
畳
・
マ
ッ
ト
レ
ス
の
固
形

燃
料
化

●

資
源
化
が
難
し
く
、
焼
却
処
分
さ
れ

て
い
た
ア
ル
ミ
付
き
紙
パ
ッ
ク
や
シ

ー
ル
台
紙
の
資
源
化

156,220

75,600

223,065 226,665

ごみ処理量の比較
■ 平成24年　　■ 平成25年

焼却・埋立量 資源化量

（単位：㎏）

平成25年度ごみ処理報告

焼却・埋め立てごみ半減、　　　
　　　リサイクル率16％UP！

　住民、事業所、ゼロ・ウェイストアカデミー、処理業者の皆さま

のご協力をいただき、下記などの取り組みを行った結果、昨年度と

比較し、焼却・埋め立てごみは約80トン大幅削減し、リサイクル

率も16％上がり、75％になりました。

　ご協力いただき、本当にありがとうございました。

　皆さまには、色々とご負担をおかけしますが、美しい上勝町を未

来に引き継ぐため、今後もご理解・ご協力を、よろしくお願いいた

します。
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国民年金の手続き（種別
変更）はお済みでしょうか？

お問い合わせ先　住民課

　就職や退職、結婚などで加入者の種別が変わったときは、14日以内に手続をすること

が必要です。

　届け出をしなかったために、将来の年金額等に影響が出る場合がありますので、必要

な手続は早急に済ませましょう。

■国民年金の加入者は３つの種別で分けられます。
　●　第１号被保険者………自営業、学生など（第２号、第３号被保険者以外の方）
　●　第２号被保険者………会社員などの厚生年金保険・共済組合等の加入者
　●　第３号被保険者………会社員など（第２号被保険者）に扶養されている配偶者

■種別が変わるときには届出が必要です。

　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

　しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が一定額

以下の場合、保険料に納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生

　大学(大学院)・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校(知事の認

可を受けている学校で修業年限が１年以上である課程) に在学する20歳以上の学生で、

学生本人の前年の所得が 118万円以下であるとき。

■手続き

　在学証明または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録をしてい

る市町村役場国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）

■承認を受けた期間

　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎

年金または遺族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢

基礎年金の受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度

　承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が

少なくなります。このため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納

付することができる「追納制度」があります。なお、保険料の免除若しくは納付猶予

を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認

を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定める額が加算されます。

学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？

第２号

第３号

第３号

第１号

第１号

第３号

勤務先

配偶者の
勤 務 先

配偶者の
勤 務 先

市町村
役 場

市町村
役 場

配偶者の
勤 務 先

第１号

第２号

就職して厚生年金か共
済組合に加入した

会社員と結婚して被扶
養配偶者になった

夫が就職して、被扶養
配偶者になった

転職して自営業になった
（被扶養配偶者も第1号被保険者になります） 

会社を退職して自営業
者の妻になった

会社を退職して会社員の
被扶養配偶者になった

現在の種別 種別の変わる事由 変更後の種別 届け出先

第１号

第１号

第１号

第１号

第２号

第３号

市町村
役 場

市町村
役 場

市町村
役 場

市町村
役 場

勤務先

配偶者の
勤 務 先

第３号

夫が会社を退職した

会社員の夫と離婚した

収入が増え、被扶養配
偶者でなくなった

夫が亡くなった

会社に就職して被扶養
配偶者でなくなった

夫が転職し、厚生年金から共済組合ま
たは共済組合から厚生年金に変わった

現在の種別 種別の変わる事由 変更後の種別 届け出先

※妻が会社員などで、夫がその被扶養配偶者のときは、「妻」と「夫」を読み替えてください。
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日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
な
ど
が

先
月
、
健
診
で
﹁
異
常
な
し
﹂
と

判
断
す
る
基
準
を
ゆ
る
め
る
と
発

表
し
ま
し
た
︵
表
を
参
照
、
運
用

開
始
は
来
年
四
月
の
予
定
︶
。
こ

の
基
準
は
、
﹁
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
﹂
﹁
持
病
が
な
い
﹂
な
ど
の
条

件
を
満
た
す
﹁
健
康
な
人
﹂
に
と

っ
て
の
目
安
で
す
。
治
療
中
の
持

病
が
あ
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

収
縮
期
血
圧
は
、
百
二
十
九
以

下
が
正
常
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
基
準
で
は
百
四
十
七
以
下
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
血
圧
は
年

齢
と
と
も
に
上
が
り
や
す
く
な
る

の
で
、
若
い
頃
か
ら
血
圧
が
高
い

人
は
要
注
意
で
す
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、
体
重
︵
キ
ロ
グ
ラ

ム
︶
を
身
長
︵
メ
ー
ト
ル
︶
で
二

回
割
っ
た
数
値
で
す
。
新
基
準
で

は
、
例
え
ば
身
長
百
七
十
セ
ン
チ

の
男
性
な
ら
体
重
八
十
キ
ロ
ま
で
、

身
長
百
六
十
セ
ン
チ
の
女
性
な
ら

体
重
六
十
六
キ
ロ
ま
で
正
常
範
囲

と
な
り
ま
す
。
で
も
、
糖
尿
病
予

備
軍
の
人
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
ね
。

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ

︵
悪
玉
︶
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
︵
善
玉
︶
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
脂
質
異
常
症
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
り
、

時
代
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。
現

時
点
で
は
、
﹁
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

が
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
三
倍
以
上
な
ら
治
療

を
考
慮
す
る
﹂
と
い
う
考
え
に
私

は
賛
成
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
基
準
は
厳
し
過
ぎ

て
、
健
康
な
人
ま
で
﹁
異
常
あ
り
﹂

と
判
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
も
数
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
数
値
は
、
あ
く
ま
で
﹁
健
康
の

目
安
﹂
で
す
。
数
値
に
あ
ま
り
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
生
活
習

慣
︵
食
事
、
運
動
、
飲
酒
、
喫
煙

な
ど
︶
の
改
善
に
は
、
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま

し
ょ
う
ね
。

上勝町無料電話健康相談 0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

血
　
　
圧

肥

満

度

木

下

英

孝

192

上
勝
町
診
療
所

所
長

自

立

の

誇

り

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

私
た
ち
は
Ὶ
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
生
き
て
い
ま
す
Ί
お
互
い
に
支
え
合
う
こ

と
は
大
切
で
す
が
Ὶ
依
存
し
す
ぎ
に
な
ℕ
て

は
い
な
い
で
し
ℹ
う
か
Ί
何
で
も
人
に
頼
ℕ

て
Ὶ
‎
し
て
も
ら
う
こ
と
‏
が
当
た
り
前
に

な
ℕ
て
い
ま
せ
ん
か
Ί

曽
野
綾
子
さ
ん
の
著
書
‎
老
い
の
才
覚
‏

に
Ὶ
‎
自
分
の
才
覚
で
生
き
る
‏
‎
し
て
も
ら

う
と
い
う
立
場
は
Ὶ
意
外
と
当
人
に
幸
せ
を

与
え
な
い
‏
‎
人
の
好
意
に
甘
え
る
と
Ὶ
ど

ん
ど
ん
依
存
心
が
強
く
な
る
‏
‎
自
立
の
誇

り
ほ
ど
快
い
も
の
は
な
い
‏
と
書
か
れ
て
い

ま
す
Ί

子
育
て
に
お
い
て
も
Ὶ
過
保
護
・
過
干
渉

に
し
て
い
る
と
Ὶ
子
供
の
自
立
心
が
育
ち
ま

せ
ん
ね
Ί
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す

る
Ί
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
Ί
自
立

に
よ
ℕ
て
Ὶ
自
尊
心
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
Ὶ

自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
え
る
よ
う
に
も
な

る
の
で
し
ℹ
う
Ί
自
身
の
尊
厳
を
守
る
た
め

に
も
Ὶ
自
立
心
Ὶ
自
己
決
定
が
大
切
で
す
Ί

も
ち
ろ
ん
無
理
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
Ί

自
分
に
で
き
な
い
こ
と
は
人
に
頼
ℕ
て
Ὶ
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
や
れ
ば
良
い
の
で
す
Ί

自
分
の
こ
と
を
人
任
せ
に
せ
ず
Ὶ
‎
自
立
の

誇
り
‏
を
持
ℕ
て
暮
ら
し
ま
し
ℹ
う
Ί

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

従来値

（男女共通）

140〜199

60〜119

151〜254

72〜178

130未満

85未満

25未満

0〜30

88〜147

51〜94

18.5〜27.7

10〜37

16.8〜26.1

8〜25

30〜44歳

145〜238

45〜64歳

163〜273

65〜80歳

175〜280

30〜44歳

61〜152

45〜64歳

73〜183

65〜80歳

84〜190

男性 女性

新基準

収縮期血圧

拡張期血圧
血圧

肥満度（BMI）

肝機能

総

コレステロール

LDL

コレステロール
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〜
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は肺

の
生
活
習
慣
病
〜

日
本
語
で
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
と
言
い
、
﹁
肺
気
腫
﹂
や
﹁
慢

性
気
管
支
炎
﹂
が
含
ま
れ
ま
す
。

た
ば
こ
病
と
も
い
わ
れ
、
九
割
以

上
た
ば
こ
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
初
期
症
状
は
、
せ

き
・
た
ん
・
息
切
れ
な
ど
で
始
ま

り
、
年
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
進
行

す
る
た
め
、
と
て
も
自
覚
し
に
く

い
病
気
で
す
。
気
づ
い
た
と
き
に

は
、
重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
！

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
治
療
し
な
い
ま
ま

で
い
る
と
、
肺
の
機
能
は
徐
々
に

損
な
わ
れ
、
最
後
に
は
自
力
呼
吸

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

﹁
四
十
歳
以
上
﹂﹁
喫
煙
者
﹂
は

と
っ
て
も
危
険
！

◆
上
勝
町
診
療
所
で
検
査
や
治
療

の
相
談
が
で
き
ま
す
。

禁
煙
す
る
こ
と
で
、
肺
の
機
能

の
低
下
速
度
は
、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

禁
煙
に
失
敗
し
た
人
は
、
意
志

が
弱
い
の
で
は
な
く
、
﹁
依
存
﹂

か
ら
脱
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
。
た
ば
こ
を
自
分
か

ら
吸
っ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
﹁
ニ

コ
チ
ン
依
存
﹂
や
﹁
た
ば
こ
が
な

い
と
落
ち
着
か
な
い
﹂
と
い
う
心

理
か
ら
。

こ
の
二
つ
の
﹁
依
存
﹂
か
ら
脱

出
す
る
こ
と
が
、
禁
煙
成
功
の
鍵

を
握
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
敵
を
知
っ
て
か
ら
。

貯 筋 教 室貯 筋 教 室

5月28日㈬ 14時〜16時

ところ コミュニティセンター

会　費 500円

※タオル・お茶などをご用意ください。

歯の健康相談

5月12日㈪

5月20日㈫
13時30分〜16時

9時30分〜11時

歯科衛生士による歯と
お口の相談です。

ゆっくり体をほぐし、無理のない
筋トレ体操を行います。楽しくお
話しながら一緒に体操しましょう！

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は

な
ぜ
怖
い
の
？

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
放
置
す
る

と
呼
吸
困
難
に
！

禁
煙
は
ニ
コ
チ
ン
依
存

心
理
的
依
存
か
ら
脱
出
！

治
療
の
第
一
は

ま
ず
禁
煙
！

上勝町診療所の

5月31日は

  禁煙デー!!
世界中

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

13

知
っ
て
ま
す
か
？
た
ば
こ
病

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
︵
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
︶
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狂犬病予防注射と犬の登録について狂犬病予防注射と犬の登録について

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
﹁
人
と
農
地
の

問
題
﹂
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
事
を
前
提
に
、
農
業
を
始
め
て

間
も
な
い
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
と
し

て
﹁
青
年
就
農
給
付
金
﹂
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
す
。

本
年
度
一
回
目
の
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
希
望
者
は
、
お
早
め
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

○

対
象
者

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
就
農
時
の
年
齢
が
原
則
四

十
五
歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者

○

支
援
水
準

年
間
最
大
百
五
十
万
円
を
最
長
五
年

間

  

要   

件

（一）
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原
則

四
十
五
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
で
あ

り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と

（二）
次
の
要
件
を
満
た
す
独
立
・
自
営
就

農
で
あ
る
こ
と

①
農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
給

付
対
象
者
が
有
し
て
い
る
。
︵
農

地
が
親
族
か
ら
の
賃
借
が
過
半
で

あ
る
場
合
は
、
五
年
間
の
給
付
期

間
中
に
所
有
権
移
転
す
る
こ
と
︶

②
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対
象

者
が
所
有
又
は
借
り
て
い
る
。

③
生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
給
付
対

象
者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引
す
る
。

④
給
付
対
象
者
の
農
産
物
等
の
売
上

げ
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営
収

支
を
給
付
対
象
者
の
名
義
の
通
帳

及
び
帳
簿
で
管
理
す
る
。

（三）
経
営
開
始
計
画
が
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と

・
独
立
・
自
営
就
農
５
年
後
に
は
農
業

で
生
計
が
成
り
立
つ
実
現
可
能
な
計

画
で
あ
る
。

（四）
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と

（五）
生
活
保
護
等
、
生
活
費
を
支
給
す
る

国
の
他
の
事
業
と
重
複
受
給
で
な
い

こ
と

（六）
青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
一

農
ネ
ッ
ト
︶
に
加
入
す
る
こ
と

○

募
集
期
間

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
㈮
ま
で

に
要
件
を
満
た
し
、
書
類
を
提
出
の
こ

と
︵
厳
禁
︶

■
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
課
　
☎
四
六
ー
〇
一
一
一

平
成
二
十
六
年
度  

第
一
回
募
集
に
つ
い
て

青
年
就
農
給
付
金 

経
営
開
始
型

時　　間 巡　　回　　場　　所

９時～９時５分

９時15分～９時25分

９時40分～９時50分

10時～10時10分

福 川

正 木 平 間

福原下横峯

堂 平

田村商店

役場支所裏

コミュニティセンター前駐車場

堂平橋（集落センターへの橋）

５月25日①に狂犬病予防注射と犬の登録の補正が行われます。

■登録料(新規登録犬のみ)　3,000円

■注射料　　　　　　　　3,000円

　生後91日以上の犬が対象です。

・原簿への記入ミスを防ぐため、注射案内のはがきを
必ずご持参ください。
・注射状況によっては、予定時間と多少前後すること
がありますのでご了承ください。

■お問い合わせ先　住民課　☎46−0111

案 内 板
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月

5 7 8

12 14 15

19 21 22

2

9

16

23

26 27 28 29 30

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

医 科

医 科

歯　　科

午　後

午　前

歯　　科

午　後

午　前

歯　　科

午　後

医 科
午　前

歯　　科

午　後

５月担当医表

（上勝町診療所） 電　話 44−5010
IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

　14　※　 15 16

午　　後

21 22 23

午　　後

27 28 29

午　　後

987

水 木 金

午　　後

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時30分

※13日午後は、木下医師は往診です。

※14日は、医師出張のため休診します。

6

1

　13　※　

20

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビスなどどんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週木曜日　19時〜21時

場所：役場支所

受講料無料
お申し込み・お問い合わせ

教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

５月15日㈭  13時〜16時30分

コミュニティセンター
　家庭内・近隣との悩みごとなど登記相談
についてもお気軽にご相談ください。

心 配 ご と 相 談

５月24日㈯ ９時〜正午
※毎月第４土曜日9時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

今 月 の 納 税

納期限 平成26年６月２日㈪

固 定 資 産 税 １期分

軽 自 動 車 税 全期分

督促状の出るもの

　納期限は４月30日㈬でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
５月20日㈫に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

木下・樫原

こどもの日 振替休日

木下・樫原

木　下

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

休　　診

木　　下

樫　　原木　　下

樫　　原木　　下

樫　　原

樫　　原
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第
三
十
六
回

彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

各
種
団
体
別

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

上勝町体育協会主催

お問い合せ先　教育委員会　☎45ー0111

ご
縁
談
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
独
身
男
女
の
方
、
親
御
様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日

時

五
月
十
八
日
①

十
時
Ό
十
二
時

■
場

所

高
鉾
公
民
館
一
階
会
議
室

■
相
談
員

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー 

二
名

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
結
婚
相
談
会

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
結
婚
相
談
会

日

時

六
月
十
五
日
㈰

十
時
開
始

場

所

上
勝
小
学
校
体
育
館

要

項

●
町
内
在
住
者
も
し
く
は
町
内

事
業
所
へ
勤
務
す
る
者
。

●
一
チ
ー
ム
四
名
︵
常
時
女
性

が
二
名
以
上
出
場
し
て
い
る

こ
と
︶。

●
サ
ー
ブ
は
一
本
。

●
線
審
・
得
点
係
は
相
互
に
行

い
ま
す
。

●
大
会
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
催
者
は
一
切
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

※
昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

お
申
し
込
み

五
月
三
十
日
㈮
︵
必
着
︶
ま
で

に
チ
ー
ム
の
名
簿
を
教
育
委
員

会
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

日

時

五
月
十
八
日
㈰

十
三
時
開
始

予
備
日

五
月
二
十
四
日
㈯

場

所

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

要

項

●
一
チ
ー
ム
三
名

●
町
内
在
住
者
若
し
く
は
町
内
事

業
所
へ
勤
務
す
る
者
。

●
小
学
校
三
年
生
以
上
の
子
ど
も

が
参
加
さ
れ
る
時
は
三
人
の
内

一
人
は
保
護
者
若
し
く
は
大
人

の
方
と
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

●
小
学
五
年
生
以
上
。
︵
子
ど
も
だ

け
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者

の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。︶

●
大
会
中
の
事
故
な
ど
に
つ
い
て

は
主
催
者
は
一
切
責
任
を
負
い

ま
せ
ん
。

注
意
事
項

一
チ
ー
ム
の
人
数
が
三
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
二
チ
ー

ム
一
組
で
各
ホ
ー
ル
を
競
技
し
、

相
互
に
得
点
を
付
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

お
申
し
込
み

五
月
十
二
日
㈪
︵
必
着
︶
ま
で
に

チ
ー
ム
の
名
簿
を
教
育
委
員
会
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  日　時 　平成26年６月７日㈯

　　　　　15時30分〜21時頃まで

　　　　　受付　15時〜

  集　合 　高鉾公民館

  対　象 　20才以上45才ぐらいまでの上勝町内

　　　　　独身男性と上勝町内外独身女性

　　　　　及びかみかつＱぴっと登録者

  定　員 　男女各12名程度

  参加費 　1,000円

※お申し込み方法など、詳細はかみかつＱぴっと

事務局にお問い合わせください。

★上勝恋活パートⅢ★

Let's enjoy BBQ＆ほたる祭り!!!

■お問い合せ先 かみかつＱぴっと事務局（上勝町教育委員会内）　☎45−0111

※
秘
密
及
び
個
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

参加者大募集中!!
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臨
時
福
祉
給
付
金

平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
の
消
費

税
率
八
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

国
で
は
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
影
響

に
鑑
み
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

平
成
二
十
六
年
度
分
市
町
村
税
︵
均

等
割
︶
が
課
税
さ
れ
な
い
方

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
生
活
保

護
制
度
の
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

●
給
付
額

・
給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
円

・
給
付
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す

る
方
は
五
千
円
を
加
算

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
な
ど
の
受
給
者

●
申
請
の
手
続
き

基
準
日
︵
平
成
二
十
六
年
一
月
一

日
︶
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て

い
る
市
町
村
。

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
七
月

頃
を
目
途
に
案
内
し
ま
す
。

   

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

国
で
は
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の

消
費
の
下
支
え
図
る
観
点
か
ら
、
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

平
成
二
十
六
年
一
月
分
の
児
童
手

当
︵
特
例
給
付
を
含
む
︶
の
受
給
者

で
あ
っ
て
そ
の
前
年
の
所
得
が
児
童

手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
者

︵
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
生
ま
れ

の
児
童
に
か
か
る
二
月
分
の
児
童
手

当
︵
特
例
給
付
を
含
む
︶
の
受
給
者

で
あ
る
も
の
を
含
む
︶

●
対
象
児
童
及
び
給
付
額

平
成
二
十
六
年
一
月
分
の
児
童
手

当
の
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一
万
円

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
児
童
な

ど
は
除
き
ま
す
。

●
申
請
手
続
き

臨
時
福
祉
給
付
金
の
場
合
と
同
様

 

お
問
い
合
わ
せ
先  　
住
民
課

四
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
務
手
数
料
も
五
月
よ
り
五
％
か

ら
八
％
へ
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

上
勝
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
四
四
ー
六
〇
八
〇

・
十
三
日

㈫

傍

示

地

区

・
十
四
日

㈬

正

木

地

区

・
十
五
日

㈭

生

実

地

区

・
二
十
一
日
㈬

八
重
地
地
区

市

宇

地

区

福

原

地

区

・
二
十
二
日
㈭

田
野
々
地
区

 

お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

☎
四
四
ー
六
〇
八
〇

I P
〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
九
五
四
五

一
般
廃
棄
物

収
集
予
定
日

高丸山大祭開催

日　時　5月5日㈪ こどもの日

（神輿渡御は、12時頃）

場　所　 高丸山

内　容

・旭の有志による神輿渡御、出店

・かみかつ里山倶楽部によるガイ

ド登山（事前予約必要）

・ガイド登山ついては折込チラシ

「かみかつ里山倶楽部便り」を

ご覧ください

主　催　 八重地名

共　催　 座・あさひ、

　　　　 かみかつ里山倶楽部

お問い合わせ先

千年の森ふれあい館

Ԡ44－6680

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
案
内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

5月
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　平成26年度、次のとおり慰霊巡拝を実施します。参加遺族（子、兄弟姉妹）の配偶者及び
孫に加え、甥・姪の参加が認められます。参加希望者は、徳島県保健福祉部長寿福祉局地域
福祉課　Ԡ088－621－2170までお問い合わせください。
  

アムール州
ハバロフスク地方
沿海地方
カザフスタン共和国
中国東北地方
硫黄島（第１次）
東部ニューギニア（１班）
東部ニューギニア（２班）
硫黄島（第２次）
インド
マリアナ諸島
トラック諸島
フィリピン（１班）
フィリピン（２班）
フィリピン（３班）
硫黄島（第３次）
マーシャル諸島（１班）
マーシャル諸島（２班）

８月24日㈰〜９月２日㈫
８月31日㈰〜９月９日㈫
９月25日㈭〜10月２日㈭
10月７日㈫〜10月16日㈭
９月２日㈫〜９月９日㈫
７月８日㈫〜７月９日㈬

９月20日㈯〜９月27日㈯

９月23日㈫〜９月24日㈬
11月９日㈰〜11月20日㈭
11月29日㈯〜12月６日㈯
１月24日㈯〜１月31日㈯

２月18日㈬〜２月27日㈮

２月24日㈫〜２月25日㈬

３月７日㈯〜３月15日㈰

５月23日㈮
５月30日㈮
６月20日㈮
７月４日㈮
６月６日㈮
５月９日㈮

６月20日㈮

６月16日㈪
７月11日㈮
８月29日㈮
10月24日㈮

10月27日㈪

10月27日㈪

11月７日㈮

240 , 000円
250 , 000円
200 , 000円
310 , 000円
270 , 000円

20 , 000円

370 , 000円

20 , 000円
330 , 000円
230 , 000円
280 , 000円

240 , 000円

20 , 000円

320 , 000円

実施地域名 実施予定時期 内申締切日 概算所要額

平成26年度　慰霊巡拝事業について平成26年度　慰霊巡拝事業について

○

徳
島
の
情
報
提
供

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方

々
に
、
法
律
制
度
に
関
す
る
情
報

と
、
相
談
機
関
・
団
体
な
ど
相
談

窓
口
に
関
す
る
情
報
を
無
料
で
提

供
し
ま
す
。

 

日 
時 　
月
曜
日
〜
金
曜
日

九
時
〜
十
七
時

☎
〇
五
〇
ー
三
三
八
三
ー
五
五
七
五

面
談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

︵
予
約
優
先
制
︶

○

徳
島
の
無
料
法
律
相
談

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
が
法

的
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
に
、

無
料
で
法
律
相
談
を
行
い
、
必
要

な
場
合
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
の

費
用
を
立
て
替
え
を
お
こ
な
い
ま
す
。

た
だ
し
、
資
力
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

 

日 

時 　
弁
護
士
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日

司
法
書
士
相
談

水
曜
日

 

場 

所 　
法
テ
ラ
ス
徳
島

 

予 

約

☎
〇
五
〇
ー
三
三
八
三
ー
五
五
七
五

 

住 

所

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
徳
島
地

方
事
務
所
︵
法
テ
ラ
ス
徳
島
︶

徳
島
市
元
町
一
丁
目
二
十
四
番
地

ア
ミ
コ
ビ
ル
三
階

＊
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
法
テ
ラ
ス
︶

は
、
国
が
設
立
し
た
公
的
な
法
人
で
す
。

日本司法
支援センター

憲
法
週
間
行
事

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談

憲
法
週
間
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
！

弁
護
士
が
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

土
地
建
物
、
金
銭
ト
ラ
ベ
ル
、
交
通

事
故
、
夫
婦
間
の
こ
と
、
相
続
問
題
、

男
女
間
の
問
題
、
雇
用
関
係
な
ど
に
お

答
え
し
ま
す
。

 

日
　
時   

五
月
十
五
日
㈭

 

九
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

 

場
　
所   

徳
島
地
方
裁
判
所

 

参
加
費   

無
料

 

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
五
番
地

徳
島
地
方
裁
判
所

☎
〇
八
八
ー
六
〇
三
ー
〇
一
一
一

お
問
い
合
わ
せ
先
へ
、
お
電
話
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︵
平
日
　
九
時
〜
十
七
時
︶
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

俳 
句

短 

歌

畑
仕
事
あ
ぜ
に
休
み
て
暖
か
し
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

暖
か
さ
山
に
陽
の
入
る
刹
那
ま
で
　
　
　
　
　
　
あ
つ
子

一
人
居
の
暖
か
く
な
る
日
の
遠
か
ら
じ
　
　
　
　
詩
　
江

深
山
の
う
ど
の
木
枯
れ
や
待
っ
芽
立
ち
　
　
　
　
　
妙

ペ
ー
ジ
繰
る
足
元
温
し
午
後
の
庭
　
　
　
　
　
　
博
　
枝

紫
を
鉢
に
重
ね
て
す
み
れ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
恵

全
身
を
ふ
ん
わ
り
つ
つ
む
暖
か
し
　
　
　
　
　
　
千
　
恵

う
ど
さ
が
し
野
山
を
か
け
た
時
も
あ
り
　
　
　
　
恵
美
子

鳥
帰
る
先
の
集
団
雲
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
エ

春
の
昼
の
ん
び
り
赤
子
湯
に
い
れ
る
　
　
　
　
　
恭
　
子

数
百
の
河
津
さ
く
ら
や
川
に
沿
い
　
　
　
　
　
　
善
　
男

春
昼
や
猫
も
あ
く
び
で
お
お
昼
一
寝
　
　
　
　
　
美
代
子

花
筏
石
垣
高
き
城
の
堀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
手
軽
や
か
春
の
昼
　
　
　
　
　
冷
　
子

水
光
り
よ
う
や
く
春
の
上
り
端
　
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

詩

田
野
々
集
落
開
祖
か
ら
茶
堂
丘
大
師

一
心
寺
別
院
と
云
い
傅
い
丈
余
に
あ
ま
る

大
山
桜
花
の
さ
か
り
は
空
お
ゝ
い
満
ち
咲
き
て

五
百
余
年
の
歳
月
を
時
代
と
共
に
歴
史
を
刻
み

精
魂
つ
き
て
骨
木
の
根
元
桜
の
添
え
石
の

四
角
立
派
な
白
色
結
晶
百
貫
石

桜
と
共
に
郷
土
の
盛
哀
桜
枯
れ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
後
世
に
語
ら
ん

信
　
一

校
庭
の
白
木
蓮
が
咲
き
ほ
こ
り
新
入
生
を
喜
び
迎
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
　
子

久
び
さ
に
わ
が
家
に
昇
る
鯉
の
ぼ
り
遙
か
み
祖
も
見
守
り
お
ら
ん
　
　
　
　
　
　
あ
や
子

駆
足
で
季
は
過
ぎ
行
く
さ
く
ら
花
束
の
間
輝
き
雫
に
濡
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子

日
だ
ま
り
は
草
木
の
芽
吹
き
ふ
つ
ふ
つ
と
目
を
う
る
ま
せ
て
さ
み
ど
り
匂
う
　
　
三
　
都

咲
き
揃
う
水
仙
活
け
し
テ
ー
ブ
ル
に
春
が
来
た
ん
だ
ま
ぶ
し
く
な
が
む
　
　
　
　
茂
　
美

初
恋
は
忘
れ
る
こ
と
も
あ
る
れ
け
ど
最
後
の
恋
は
忘
れ
た
く
な
い
　
　
　
　
　
　
秀
　
策

山
里
を
春
が
染
め
ゆ
く
桜
色
季
の
流
れ
に
酔
い
し
れ
る
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
美
子

千
年
の
法
の
み
山
に
桜
咲
き
肩
を
寄
せ
合
う
歌
碑
除
幕
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
た
み
江

わ
が
母
校
廃
校
と
な
り
久
し
き
に
川
沿
い
の
桜
今
咲
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
美
恵
子

春
嵐
夜
あ
け
に
過
ぎ
し
野
山
に
は
桜
花
爛
漫
う
ぐ
い
す
歌
う
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
雄

わ
れ
も
今
澄
む
心
欲
し
夏
椿
純
白
の
花
つ
ゆ
草
の
藍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
津
子

爛
漫
の
春
に
除
幕
の
栄
え
あ
り
二
十
名
の
歌
碑
永
久
に
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
子

の
り

そは
な
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平成26.４.１現在

戸籍の窓口

〜春の行楽期における　
雑踏事故と山岳避難の防止〜

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

5
平

成
2
6
年

５
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
1
8

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

前月比

人 口

男

女

世帯数

1,774人（△25）
846人（△11）
928人（△14）
847戸（△１）

高齢化率　51.30％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

574人（△7）
310人（　2）
248人（△8）
301人（△5）
341人（△7）

254戸（△1）
147戸（　2）
127戸（　2）
145戸（△1）
174戸（△3）

５月２日㈮

５月４日㈰

５月６日㈫

５月８日㈭

５月10日㈯

５月12日㈪

５月14日㈬

５月16日㈮

５月18日㈰

５月20日㈫

５月22日㈭

５月24日㈯

５月26日㈪

５月28日㈬

５月30日㈮

６月１日㈰

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

３月の視察来町者数平成26年

件　　　　　　  名2 1 2 9 5

品　　名 住所 氏　　名

お 菓 子

お 菓 子

お 菓 子

勝浦町

正 木

正 木

山 西 美 弘 
  

新 開 智 志 
  

清 田 祐 志 
  

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

日　　時 救急病院名

つつしんでご冥福をお祈りします

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

詳しい内容については、下記センターに問合せください。

NTTビジネスソリューションズ株式会社
四国支店 地域情報センター

0120－960－138　ＩＰ 050‐3438‐9877
受付時間　９時～17時（平日）

　平成26年４月１日からの消費税率の変更（消費税率及び地

方消費税率の引き上げにより、５％から８％へ変更）に際して、

消費税率変更分を加算するよう改めさせていただきます。

関 本 房 子 さん 69歳（傍示）

岩本ヒサヱ さん 93歳（生実）

渡 部 康 雄 さん 64歳（福原）

小松島警察署福原駐在所だより

  群集心理に惑わされず、現場の警察官などの指示に従う

　いつも、心に余裕を持ち、譲り合いの精神を持ってゆ

とりのある行動を心がけてください。

  子どもから目を離さない

　雑踏で一番多いトラブルが迷子です。原因は、親が見

物に夢中になったり、子どもひとりにしておいたなど、

親の不注意があげられます。

　愛するわが子は、自分の手で守りましょう。

  事前の準備を十分にしましょう！

　身体の準備（健康面など）、登る山の情報収集、忘れ物

のチェック、無理のない登山計画を立てるなど、準備を

十分にしましょう。

  登山計画は、家族に渡しておきましょう！

　登山計画は、万が一遭難した場合の捜索活動や救助活

動に備えて、家族に渡しておきましょう。

  万一、遭難したときは落ち着いて！

　携帯電話は待ち受け専用にし、電池の消耗を防止しましょ

う。

　救助のヘリコプターが発見しやすいよう、尾根や見晴

らしの良い場所（上の方）に出ましょう。

  最後に

　登山はあくまで自己責任で行うものです。安全に下山で

きるように、自分で登山計画の管理を徹底しましょう。

小松島警察署福原駐在所　☎ 46 − 0024


